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料
理
教
室
で
は
、
平
成
元
年
に
恩
田
記
子
さ
ん

（
下
菅
）
が
二
代
目
講
師
に
な
ら
れ
、
現
在
、
8

人
の
生
徒
に
教
え
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

恩
田
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
①
身
近
な
食
材
を

使
う
②
家
で
す
ぐ
作
れ
る
③
材
料
を
無
駄
に
せ
ず

使
い
切
る
、
で
す
。

　

自
分
で
栽
培
し
た
新
種
の
野
菜
を
持
ち
込
ん
で

「
料
理
法
を
教
え
て
ほ
し
い
」
と
い
う
生
徒
が
い

た
り
、
ま
た
、
ダ
イ
コ
ン
や
ニ
ン
ジ
ン
の
皮
を
お

い
し
く
調
理
す
る
方
法
を
急
き
ょ
教
え
た
り
す
る

の
で
、
予
定
の
品
数
が
た
び
た
び
オ
ー
バ
ー
す
る

と
か
。

　

「
皆
さ
ん
、
料
理
は
も
ち
ろ
ん
、
お
し
ゃ
べ
り

す
る
こ
と
が
楽
し
く
て
通
っ
て
来
ら
れ
ま
す
」
と

恩
田
さ
ん
。
新
会
員
、
大
歓
迎
だ
そ
う
で
す
。

歌って動いて気分晴れ晴れ
▼第 9回おしどり学園

お
し
ど
り
学
園
グ
ル
ー
プ
講
座
を
紹
介
し
ま
す
⑤

▼
料
理
教
室

おしどり学園のご案内
どなたでも参加できます
▼日時＝ 2月 18 日（金）午前 9時 30 分～
▼場所＝町公民館
▼内容 認知症と人権

講師：川上  博史さん
　　　（町人権センター所長）

▼その他＝当日は町営バスを臨時運行します。
　ご利用ください。

「
あ
な
～
た
と
、
呼
べ
～
ば
～
♪

　  

　
あ
な
～
た
と
、
答
え
る
～
♪
」

　
公
民
館
の
講
堂
か
ら
漏
れ
る
明
る
い
歌
声
が
、

日
野
川
の
せ
せ
ら
ぎ
ま
で
届
き
ま
す
。

　

12
月
の
お
し
ど
り
学
園
は
、
「
み
ん
な
で
歌

お
う
！
童
謡
と
昭
和
歌
謡
」で
楽
し
み
ま
し
た
。

前
夜
の
雪
で
う
っ
す
ら
と
白
く
染
ま
っ
た
山
並

み
を
窓
外
に
見
な
が
ら
、
ま
ず
は
、
「
雪
や
こ

ん
こ
、
あ
ら
れ
や
こ
ん
こ
♪
」
と
文
部
省
唱
歌

の
『
雪
』
を
合
唱
。

　

続
い
て
、
『
二
人
は
若
い
』
、
『
青
い
山
脈
』

の
昭
和
歌
謡
。
『
浦
島
太
郎
』
、
『
は
な
さ
か
じ

い
さ
ん
』
の
童
謡
。
さ
ら
に
、『
３
６
５
歩
の
マ
ー

チ
』
を
歌
い
な
が
ら
の
体
操
。
そ
し
て
、
ハ
ン

ド
ベ
ル
や
タ
ン
バ
リ
ン
を
使
っ
て
『
き
よ
し
こ

の
夜
』
の
合
奏
へ
と
続
き
、
最
後
は
『
ふ
る
さ

と
』
と
『
き
ら
り
こ
の
町
』
を
歌
っ
て
閉
幕
。

　

学
園
生
か
ら
は
「
歌
は
い
い
ね
ぇ
」
「
み

ん
な
で
歌
う
と
気
持
ち
い
い
ね
ぇ
」
と
い
う

声
が
口
々
に
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。　

　

歌
唱
指
導
の
鳥
居
敏
子
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
伴

奏
の
西
村
美
加
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

講師の鳥居さんは汗だくです

「365 歩のマーチ」に合わせて

ピ
ア
ノ
の
伴
奏
で
歌
う
の
は
何
年
ぶ
り
？

おしゃべりも料理のうちです



15 広報ひの 2011 年 1 月号

　

出
前
公
民
館
の
出
番
！

　

長
く
寒
い
冬
、
時
に
は
み
ん
な
で
集

ま
っ
て
、
温
か
く
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

　

複
数
の
メ
ニ
ュ
ー
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

①
映
画
会

　

出
前
図
書
館
の
協
力
を
得
て
、
町
図

書
館
や
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
の

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
か
ら
借
り
た
作
品
を
上

映
し
ま
す
。
娯
楽
作
品
の
ほ
か
、
『
寝

た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
に
』
な
ど
健

康
や
介
護
予
防
の
作
品
も
あ
り
ま
す
。

②
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　

遊
び
な
が
ら
体
力
を
作
る
の
に
適
し

て
い
ま
す
。

③
み
ん
な
で
歌
お
う

　

右
ペ
ー
ジ
の
お
し
ど
り
学
園
の
よ
う

に
、
懐
か
し
い
唱
歌
や
昭
和
歌
謡
を
歌

う
ほ
か
、
歌
に
合
わ
せ
て
軽
い
体
操
を

し
ま
す
。

④
料
理
教
室

　

メ
ニ
ュ
ー
は
い
ろ
い
ろ
。
お
菓
子
づ

く
り
も
で
き
ま
す
。

⑤
こ
と
ぶ
き
劇
団
ふ
た
り

　

米
子
と
境
港
の
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
が
、
映
像
を
映
し
な
が
ら
国
内
外

の
珍
し
い
話
を
さ
れ
ま
す
。

⑥
出
前
句
会

　

初
心
者
の
た
め
の
俳
句
講
座
。
作
っ

た
俳
句
を
新
聞
に
投
稿
し
て
楽
し
み
ま

す
。

⑦
季
節
の
行
事　

　

ひ
な
祭
り
や
七
夕
な
ど
の
行
事
に
合

わ
せ
、
紙
芝
居
や
本
の
読
み
聞
か
せ
、

合
唱
な
ど
で
楽
し
み
ま
す
。
（
町
図
書

館
共
同
企
画
）

⑧
町
長
と
語
る
会

　

町
長
が
地
域
に
出
か
け
、
日
野
町
の

今
と
将
来
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
す
。

　

出
前
公
民
館
は
、
町
民
で
あ
れ
ば
誰

で
も
利
用
で
き
ま
す
。
自
治
会
単
位
で

な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
老
人
会
や
女

性
会
、
趣
味
の
グ
ル
ー
プ
や
、
ま
た
ご

近
所
の
仲
良
し
グ
ル
ー
プ
の
少
人
数
で

も
構
い
ま
せ
ん
。

　

会
場
は
、
集
会
所
で
も
個
人
の
お
宅

で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　

ご
相
談
は
、
町
公
民
館
（
電
話
74
‐

０
２
１
２
）
ま
で
。　

出
前
公
民
館
メ
ニ
ュ
ー
紹
介

こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
！

　お正月前の 12 月 18 日、しめ縄教室を町公民館で

開きました。

　これは当初、小学生を対象とした教室でしたが、

地域の皆さんからの要望で大人の参加も可能にした

ところ、とてもにぎやかで、和やかな雰囲気の教室

になりました。

　縄を綯うのは子どものころ以来という人や、まっ

たくの初めてという人もいましたが、出来上がって

みるとそれなりに様になっていて「いやぁ、いいや

つが出来たじゃないか」とお互いに褒め合う光景が

見られました。

　中には、神社に飾る大しめ縄を作る人もいて、子

どもたちも喜んで手伝っていました。来年もぜひ、

開催したいと思います。

手作りのしめ縄で正月を
迎えました
▼冬季子どもしめ縄教室

公民館ロビーを個展会場として
ご利用ください

　町公民館のロビーで作品展を開きませんか。

　個人でもグループでも構いません。開催費は

無料です。

　昨年末には、『竹の夢』と題して、野田の山根益

栄さんが竹の工芸品を展示されました。続いて、1

月 24 日まで、同じく野田の梶谷寿幸さんが『遊木』

と題して木工品を展示されています。

　趣味の絵画や写真、手芸、工芸品、また自慢のコ

レクションなど、どんなものでも構いません。

　ぜひ、町公民館にお問い合わせください。　

昔
懐
か
し
い
生
活
が
し
の
ば
れ
る
作
品
で
す

皆さん、きっと良いお正月を迎えられたことでしょう

真住では、出前そば打ち教室を開きました。

（12 月 19 日）


